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午 前 １ ０ ：３０

１．令和５年度１２月補正予算（案）の概要について

２．タイ トップセールスについて

３．ＪＲ東日本「重点販売地域」の指定について

４．農作物の被害状況等について

５．その他
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タイ トップセールスについて 

令和５年１１月２１日 

観光文化スポーツ部 

農 林 水 産 部 

１１月８日から１１日にかけて、知事をはじめ県内７市町や観光・経済団体、民間事業者等の関係者計４２名がタイを訪問

し、本県への誘客促進や秋田牛の認知度向上・販路開拓による輸出拡大に向けＰＲを行った。 

 

１ タイからの誘客促進について 

タイについては、コロナ禍後順調に訪日観光客が回復しており、 

この機を捉え、本県への更なる誘客を図るため、現地旅行会社や 

航空会社を対象としたセミナーを開催し、旅行商品の造成・販売 

を要請したほか、現地メディア等を通じ本県のＰＲを行った。 

今後は、セミナーに参加した旅行会社への積極的な情報発信や 

 セールスなど、誘客拡大に向けた取組を強化する。                                                          
 
 

２ 秋田牛の輸出拡大について 

  秋田牛の認知度向上と販路開拓に向け、タイパラリンピック委 
員会会長に「秋田牛アンバサダー」への就任と秋田牛のＰＲへの 
協力をお願いしたほか、秋田牛の試食会を開催しＰＲを行った。                                                                                             
今回の訪問を契機に、現地の卸会社や販売店との連携強化を図 

りながら、秋田牛の更なる輸出拡大に取り組んでいく。 

秋田牛プロモーション 

観光誘客セミナー 
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令和６年度冬季（令和６年１２月～令和７年２月）のＪＲ東日本「重点販売地域」に秋田県が指定されること

が決定した。本県単独での指定は平成３０年秋以来の６年ぶりであり、冬季の指定は初となる。

１ 概要

２ ねらい

重点販売地域の指定を受け、首都圏をはじめとするＪＲ東日本管内において「大型観光キャンペーン」を実施

し冬季誘客を推進することで、季節による繁閑差の解消を通じた本県観光産業の持続的な成長を促していく。

※重点販売地域
ＪＲ東日本が宣伝等を強化する地域のことで、自治体がエントリーを行い、ＪＲ東日本の指定を受けて３か月単位で実施されるもの

ＪＲ東日本「重点販売地域」の指定について

令和５年１１月２１日
観光文化スポーツ部

プレキャンペーン 大型観光キャンペーン 成果の継続的活用

・JR東日本の首都圏駅等における
プレPRキャンペーン

・体験型コンテンツによる
冬季誘客事業

・「食」をテーマとした
旅行商品造成事業

磨き上げ

【令和５年度（今年度）】 【令和6年度（来年度）】

磨き上げ

【令和7年度以降】

２か年を通じ秋田の冬のコンテンツを磨き上げ、冬季の誘客力の強化を図る

３ 目指す姿

・JR東日本の媒体を使ったPR
パンフ・ポスターの駅配置
トレインチャンネル ほか

・体験型コンテンツの活用
・ターゲットとなる客層の検証結果
を踏まえたPR

コンテンツ掘り起こし
ターゲット検証 本 番 実 施 継続PR・誘客

・体験型コンテンツの定着

・地域が主体となったPR

レガシーを
継続
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（２）これまでのＪＲ東日本との連携（重点販売地域、デスティネーションキャンペーン（ＤＣ））

年度 キャンペーン名称 実施期間 実施主体 区 分

R4
北東北三県大型観光キャンペーン
～ドキドキ、キタキタ 北東北～

R4.7～9
北東北３県
（秋田県、青森県、岩手県）

重点販売地域

R3
東北デスティネーションキャンペーン
～巡るたび、出会う旅。東北～

R3.4～9 東北6県、東北観光推進機構
DC
（JR6社キャンペーン）

H30
秋田県秋の大型観光キャンペーン
～秋のさく、さく、あきた～

H30.9～11 秋田県 重点販売地域

H29
秋田県春の大型観光キャンペーン
～さく、さく、あきた～

H29.4～6 秋田県 重点販売地域

【 参考 】

（１）実施イメージ

オープニングセレモニー ＪＲ東日本主要駅へのポスター掲出 新幹線車内誌での
特集記事

パンフレット作成



農作物の被害状況等について

令和５年11月21日

農 林 水 産 部

１ 農作物の状況

(1) 気象経過

○ 気温は、６月上旬から７月中旬にかけて、平年に比

べ高めに推移したほか、７月下旬～９月中旬にかけて、

記録的な高温となり、多くの観測点で月平均気温がこ

れまでで最も高くなった。

○ 降水量は、７月中旬に記録的な大雨となったものの、

８月は好天が続き平年を大きく下回った。

○ 日照時間は、７月下旬～９月上旬にかけて、平年を

上回った。

(2) 農作物への影響

ア 水稲

出穂期以降の高温により、玄米の充実度不足や白濁などの品質低下が見られ、９月30日現在の水稲うるち玄

米の１等米比率が62.6％と昨年の同時期と比較して30ポイント低くなったほか、作況指数は97の「やや不良」

となっている。
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イ 大豆

開花期以降の高温や少雨の影響により、莢の数が少なく粒が小さい傾向となっているほか、しわ粒や腐敗粒、
さ や

奇形粒の発生も多く、収量及び品質の低下が見られる。

ウ 野菜

８月の高温の影響により、えだまめで莢の数が少なくなったほか、ねぎで肥大不足が発生するなど、各品目

で出荷量が減少した。（10月末現在の前年比：出荷量89％、単価111％）

エ 花き

７月中旬以降の高温や少雨の影響により、全体的に生育が遅れたほか、ダリアで品質低下や株の枯死、りん

どうで日焼け花が発生するなど、各品目で出荷量が減少した。（10月末現在の前年比：出荷量88％、単価101％）

オ 果樹

８月の高温や少雨の影響により、全体的に収穫期が早まったほか、りんごの早生種及び中生種を中心に着色
わ せ な か て

不良や日焼け果が発生するなど、一部品目で出荷量が減少した一方で、糖度が高く、食味の良い果実が出荷さ

れた。（10月末現在の前年比：出荷量74％、単価143％）

カ 畜産

比内地鶏や肉用牛などの家畜において、暑熱に起因する死亡が発生した。

(3) 今後の対応

○ 本年の生育経過等を解析するとともに、高温に対応した水管理や土づくりなどの技術対策について、講習会

等を通じて徹底を図る。

○ ７月の大雨被災者向け「農業・漁業経営フォローアップ資金」（無利子融資）の対象者を拡充し、高温や少

雨の影響による品質低下や収量減少が著しい農家の資金繰りを支援する。



２ 大雨被害の復旧状況

(1) 復旧状況

ア 農作物等

追加防除に要した薬剤費や来年の種苗購入費、機械の修繕費等に対して助成する「農業経営等復旧・継続支

援対策事業」については、18市町村で申請見込みとなっており、順次補助金交付手続きを進めていく。

イ 農地・農業用施設

国の災害復旧事業については、12月中旬までに約370件の災害査定を予定しており、査定後、順次工事発注

手続きを進めるほか、県単の小災害支援事業についても、来春の作付けに間に合うよう事務手続きを進める。

ウ 林地・林道施設

国の災害復旧事業については、10月下旬までに56件の災害査定が完了し、工事発注に向けて準備を進めてお

り、その他の箇所については、県単事業又は次年度の国庫事業で復旧することにしている。

(2) 今後の対応

○ 引き続き、市町村等と連携して早期復旧に努めるほか、営農や経営相談に関しては、各地域振興局の「農業

経営・就農支援センター地域サテライト窓口」が中心となり、きめ細かくサポートしていく。


